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当
協
会
は
本
年
四
月
一
日
、
仙

台
法
務
局
に
社
団
法
人
の
解
散
と

公
益
社
団
法
人
の
登
記
を
行
い
、

名
称
を
「
社
団
法
人
宮
城
県
芸
術

協
会
」
か
ら
「
公
益
社
団
法
人
宮

城
県
芸
術
協
会
」
に
変
更
し
た
。

こ
れ
で
長
年
懸
案
で
あ
っ
た
公
益

法
人
化
が
実
現
し
、
よ
り
公
益
性

の
高
い
活
動
を
目
指
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
協
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
五

月
に
任
意
団
体
と
し
て
創
設
さ
れ
、

平
成
四
年
か
ら
は
県
の
認
可
を
受

け
て
社
団
法
人
と
し
て
活
動
し
て

き
た
。
今
回
の
公
益
法
人
化
は
平

成
二
十
年
か
ら
の
公
益
法
人
制
度

改
革
に
伴
う
も
の
で
、
各
法
人
は

改
め
て
公
益
性
が
厳
し
く
審
査
さ

れ
、
①
公
益
性
が
認
め
ら
れ
て
引

き
続
き
社
会
的
使
命
を
持
つ
公
益

法
人
と
し
て
活
動
を
続
け
る
か
②

公
益
性
が
認
定
さ
れ
ず
一
般
法
人

と
な
る
か
③
そ
の
ま
ま
解
散
さ
せ

ら
れ
て
財
産
を
没
収
さ
れ
る
か
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
制
度
改
革
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
二
十
一
年
に
「
公
益
社

団
法
人
等
検
討
委
員
会
」
を
発
足

さ
せ
、
公
益
法
人
、
一
般
法
人
の
ど

ち
ら
の
道
を
と
る
か
の
検
討
を
行
っ

た
。
平
成
二
十
二
年
の
通
常
総
会
で

は
公
益
法
人
へ
の
移
行
を
目
指
し

て
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
決
議
し
、

「
公
益
社
団
法
人
移
行
準
備
委
員

会
」
を
設
置
。
準
備
委
員
会
で
は
三

年
間
に
わ
た
り
定
款
や
諸
規
程
の
整

備
に
努
め
、
昨
年
八
月
の
臨
時
総
会

で
の
決
議
を
経
て
、
県
知
事
に
公
益

社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
書
を
提
出

し
た
。
申
請
は
県
公
益
認
定
等
委
員

会
で
審
議
さ
れ
、
十
二
月
に
公
益
法

人
へ
の
移
行
が
答
申
さ
れ
て
い
た
。

　

当
協
会
の
機
関
紙
「
は
な
や
ま
」

の
題
字
を
今
号
か
ら
変
更
、
協
会

創
設
直
後
の
も
の
に
戻
し
た
。
図

案
は
早
坂
理
事
長
に
よ
る
。

　
こ
の
題
字
は
昭
和
三
十
九
年
の
芸

協
発
足
に
尽
力
さ
れ
た
、
当
時
の

宮
城
県
議
会
議
長
・
故
門
伝
勝
太

郎
氏
の
揮
毫
。
昭
和
四
十
二
年
一

月
の
第
五
号
か
ら
平
成
八
年
四
月

の
第
一
二
七
号
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

　

今
春
よ
り
当
協
会
は
「
社
団
法

人
」
か
ら
「
公
益
社
団
法
人
」
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
社
団
法
人
設
立
か
ら
満

二
十
一
年
、
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
を
実
現
で
き

た
慶
事
を
皆
様
と

共
に
慶
び
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

従
前
よ
り
会
の
目
的
を
「
宮
城

県
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興
発

展
へ
の
寄
与
」
と
し
、
公
益
性
に

富
ん
だ
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

し
た
。
今
回
の
改
定
で
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
会
員
の
た
め
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
会
員
と
県
民
共
々

に
芸
術
振
興
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

れ
か
ら
の
在
り
方
を
加
味
し
て
、

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
に
あ
た
り
、
総
会
、

理
事
会
、
公
益
社
団
法
人
移
行
準

備
委
員
会
等
々
、
こ
の
一
年
だ
け

で
も
50
回
に
も
及
ぶ
会
合
を
重
ね
、

芸
協
の
憲
法
で
あ
る
定
款
と
12
の

諸
規
程
の
制
定
に
皆
様
に
は
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
誇

り
得
る
新
し
い
「
革
袋
」
が
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
移
行
に
あ
た
っ
て
大

切
な
事
は
、
社
会
的
に
信
頼
あ
る

団
体
の
一
員
と
し
て
芸
術
に
関
す

る
私
達
の
言
動
は
重
い
こ
と
を
自

覚
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
で
す
。

　

最
近
の
芸
協
の
活
動
に
は
、
何

か
新
し
い
芽
吹
き
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
未
来
を
担
う
会
員
を
期
し
て

の
公
募
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
芸
術

伝
承
を
目
指
し
た
出
前
講
座
、
多

岐
な
分
野
を
生
か
し
た
コ
ラ
ボ
企

画
な
ど
、
そ
の
い

ず
れ
も
が
社
会
に

芸
術
の
輪
を
広
め

る
望
ま
し
い
方
向

性
に
沿
う
も
の
で
す
。

　

新
し
い
「
革
袋
」
に
新
し
い
芳

醇
な
酒
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
、
来

年
の
創
立
五
十
周
年
に
向
か
っ
て

一
緒
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
五
年
度
の
公
益
社
団

法
人
宮
城
県
芸
術
協
会
定
時
総
会

は
、
五
月
十
八
日
午
後
二
時
四
十

分
か
ら
仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙

台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
。

　

当
協
会
は
本
年
度
か
ら
公
益
社

団
法
人
と
し
て
、
事
業
内
容
お
よ

び
財
務
基
準
が
新
た
な
制
度
下
に

置
か
れ
、
厳
正
な
運
営
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
よ
り
公
益
性
の
高

い
事
業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
の
芸
術
祭
で
は
公

募
展
を
は
じ
め
と
す
る
各
催
事

に
、
会
員
以
外
の
一
般
の
参
加
機

会
を
一
層
促
す
こ
と
と
な
る
。

　

総
会
に
提
案
さ
れ
る
平
成
25
年

度
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

第
五
十
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、

九
月
二
十
日
の
開
会
式
か
ら
十
一

月
二
十
一
日
の
閉
会
式
ま
で
。
展

示
関
係
事
業
は
絵
画
、
彫
刻
、
写

真
の
三
部
門
が
公
募
展
を
、
巡
回

展
事
業
と
し
て
は
、
工
芸
、
写
真
、

絵
画
、
書
道
展
を
計
画
し
て
い
る
。

演
奏
関
係
事
業
の
音
楽
会
で
は
外

部
出
演
者
を
招
く
予
定
。
文
芸
関

係
事
業
は
文
学
散
歩
、
宮
城
県
文

芸
年
鑑
の
発
行
、
文
芸
祭
を
計
画
。

こ
の
ほ
か
、
茶
会
、
芸
術
祭
受
賞

者
美
術
展
、
人
材
育
成
事
業
と
し

て
県
民
と
の
美
術
交
流
（
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
）
な
ど
で
も
会
員
以

外
と
の
接
触
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
芸
術
文
化
交
流
事
業
と

し
て
、
大
邱
及
び
東
北
・
北
海
道

芸
術
文
化
団
体
協
議
会
と
の
交
流

を
継
続
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
事
業
と
し
て
は
、
本
年
度
も
書

道
部
に
よ
る
被
災
地
区
校
名
板
・

校
歌
額
寄
贈
、
洋
楽
部
に
よ
る

「
被
災
地
に
音
楽
を
届
け
よ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
約
一
時
間
、仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
参
与
で
、

音
楽
の
力
に
よ
る
復
興
セ
ン
タ
ー
・

東
北
の
代
表
理
事
も
務
め
る
大
澤

隆
夫
氏
の
記
念
講
演
が
あ
る
。
演

題
は
「
公
益
法
人
の
新
し
い
役
割

―
仙
台
フ
ィ
ル
の
事
例
か
ら
―
」

で
、
公
益
社
団
法
人
初
の
定
時
総

会
に
相
応
し
い
内
容
と
な
る
。

　

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
伴

い
、
昨
年
度
総
会
の
決
議
に
も
と

づ
き
、
外
部
役
員
で
あ
る
金
成
有

造
理
事
（
河
北
新
報
社
）
と
片
倉

義
和
監
事
（
カ
メ
イ
社
会
教
育
振

興
財
団
）
が
退
任
し
た
。
ま
た
、

金
成
氏
の
後
任
と
し
て
、
邦
楽
部

の
宮
澤
寒
山
氏
が
理
事
に
就
任
し
、

監
事
は
一
名
減
員
と
な
っ
た
。

　

四
月
一
日
現
在
の
各
部
門
の
部

長
、
副
部
長
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
。
◎
部
長
、
〇
副
部
長
）。

【
絵
画
部
】
◎
桜
井
忠
彦
、
〇
吉

田
利
弘
【
彫
刻
部
】
◎
菅
原
裕
、

〇
大
槻
俊
之
、
〇
虎
尾
裕
【
工
芸

部
】
◎
浅
野
治
志
、
〇
近
藤
孝
則

【
書
道
部
】
◎
千
葉
蒼
玄
【
華
道

部
】
◎
本
内
一
磯
、
〇
朴
澤
一
草

【
洋
楽
部
】◎
渡
部
勝
彦【
邦
楽
部
】

◎
杵
屋
和
加
喜
久
【
文
芸
部
】
◎

あ
き
た
・
じ
ゅ
ん
、
〇
坂
内
佳
禰

【
茶
道
部
】
◎
大
和
田
宗
嬌
、
〇

鎌
田
宗
節【
写
真
部
】◎
笹
川
義
信
、

〇
永
井
優

（
敬
称
略
）

【
工
芸
部
】
村
上
世
一
【
書
道
部
】

阿
部
松
山
、
岩
澤
芳
華
、
髙
野
芳

月
【
洋
楽
部
】
相
澤
富
美
江
、
猿

橋
麻
里
子
、
八
島
秀
、
渡
辺
真
理

　

公
益
社
団
法
人
移
行
に
あ
た
り
、

新
定
款
に
適
合
す
る
諸
規
程
等
の

制
定
や
見
直
し
も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
公
益
社
団
法
人

移
行
準
備
委
員
会
で
検
討
を
行
っ

た
法
人
運
営
規
程
、
常
任
理
事
会

運
営
規
則
、
理
事
長
及
び
執
行
理

事
の
職
務
分
掌
規
程
、
事
務
局
組

織
規
程
、
文
書
取
扱
規
程
、
印
章

管
理
規
程
、
経
理
規
程
、
職
員
就

業
規
程
、
職
員
給
与
規
則
、
旅
費

規
則
の
十
件
が
、
理
事
会
の
議
決

を
経
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
昨
年
八
月
の
臨
時
総
会
で
制
定

さ
れ
た
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用

に
関
す
る
規
程
、
入
会
金
・
会
費

規
程
を
加
え
る
と
、
新
し
い
諸
規

程
が
ほ
ぼ
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

他
に
も
制
定
す
べ
き
規
程
等
が
い

く
つ
か
あ
り
、
今
後
順
次
制
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

諸
規
程
の
う
ち
、
当
協
会
の
運

営
上
重
要
な「
法
人
運
営
規
程
」は
、

芸
協
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
的

に
今
回
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
重

要
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

①
音
楽
部
門
が
洋
楽
部
と
邦
楽
部

（
邦
楽
・
長
唄
）
に
分
か
れ
、
全

体
で
十
二
部
門
体
制
と
な
っ
た
。

②
役
員
就
任
に
年
齢
制
限
が
設
け

ら
れ
、
理
事
・
監
事
と
も
に
選
出

年
度
当
初
に
七
十
五
歳
未
満
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

③
従
来
の
主
任
・
副
主
任
は
部
長
・

副
部
長
に
名
称
が
変
わ
り
、
部
門

を
代
表
し
、
芸
術
祭
実
行
委
員
等

を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

部
長
会
議
を
構
成
し
、
部
の
意
見

を
芸
協
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
役

割
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

公
益
社
団
法
人
初
の
定
時
総
会

― 

会
場
は
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ 

―

記
念
講
演
は
仙
台
フ
ィ

ル
参
与
の
大
澤
隆
夫
氏

宮
澤
氏
が
理
事
に
就
任

各
部
門
の
部
長
・
副
部
長

◇
新
運
営
委
員

5月18日

諸
規
程
の
整
備
も
進
む

法
人
運
営
規
程
を
大
幅
に
改
正
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韓
国
芸
術
文
化
団
体
総
連
合
会

大
邱
広
域
市
連
合
会
と
の
交
流
事

業
は
、
九
月
六
日
に
大
邱
文
化
芸

術
会
館
で
行
わ
れ
る
。

　

今
年
は
、
舞
台
芸
術
に
よ
る
交

流
と
い
う
こ
と
で
、
演
劇
部
、
洋

楽
部
、
邦
楽
部
、
文
芸
部
、
写
真

部
、
書
道
部
、
絵
画
部
に
よ
る
大

規
模
な
コ
ラ
ボ
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
大
震
災
の
直
後
、
大
邱
市
の

芸
術
家
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
ご

支
援
へ
の
感
謝
、
返
礼
を
こ
め
た

演
目
が
、
各
部
門
の
実
行
委
員
を

通
し
て
練
ら
れ
て
い
る
。

　

約
一
時
間
に
わ
た
る
演
目
は
、

三
部
作
で
、
―
被
災
地
か
ら
感

謝
を
伝
え
る
―
を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
「
あ
な
た
の
声
を
道
し
る

べ
に
」（
仮
称
）
を
予
定
し
て
い

る
。
公
益
法
人
に
な
っ
た
芸
協

の
今
後
の
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
の

一
つ
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
の
共

催
に
よ
る
絵
画
展「
自
律
の
様
相
」

が
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十

日
ま
で
、
仙
台
市
青
葉
区
の
カ
メ

イ
美
術
館
で
開
か
れ
た
。
県
芸
術

祭
絵
画
展
の
審
査
員
を
務
め
る

三
十
一
人
の
自
選
作
品
展
で
、
会

期
中
の
入
場
者
は
一
、七
三
二
人
。

二
月
九
日
午
後
に
は
、
出
品
者
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
か

れ
、
こ
ち
ら
も
約
八
十
人
が
来
場

し
て
大
変
好
評
だ
っ
た
。

　

芸
術
協
会
創
立
五
十
周
年
に
あ

た
る
平
成
二
十
六
年
に
行
う
記
念

行
事
実
施
の
た
め
、
二
月
十
八
日

開
催
の
理
事
会
で
「
宮
城
県
芸
術

協
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
の
設
置
を
決
議
し
た
。

理
事
長
、
執
行
理
事
及
び
各
部
長

で
構
成
し
、
本
年
度
か
ら
記
念
行

事
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

　

当
協
会
主
催
の
第
三
十
三
回
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
ピ
ア
ノ
部
門
）

本
選
が
三
月
十
七
日
、
仙
台
市
戦

災
復
興
記
念
館
で
開
か
れ
た
。
二

月
の
予
選
を
通
過
し
た
計
三
十
四

人
が
審
査
に
臨
ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
特
別
賞
の
三
人
は

い
ず
れ
も
中
級
で
、
最
高
賞
の
宮

城
県
知
事
賞
に
伊
東
大
輝
さ
ん
、

仙
台
市
長
賞
に
津
田
隼
大
さ
ん
、

河
北
新
報
社
賞
に
伊
藤
広
貴
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
各
級

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

［
初
級
］

最
優
秀
賞
＝
橋
浦
有
咲
（
富
谷
町

立
東
向
陽
台
小
３
年
）、
斉
藤
裕
大

（
仙
台
市
立
西
多
賀
小
３
年
）、
優

秀
賞
＝
晴
山
由
梨
（
仙
台
市
立
荒

巻
小
２
年
）、
奨
励
賞
＝
冨
澤
梨
々

花（
富
谷
町
立
東
向
陽
台
小
３
年
）、

作
曲
者
賞
＝
斉
藤
裕
大

［
中
級
］

最
優
秀
賞
＝
伊
東
大
輝
（
仙
台
市

立
館
小
４
年
）、
優
秀
賞
＝
伊
藤
広

貴
（
仙
台
市
立
袋
原
小
４
年
）、
津

田
隼
大（
仙
台
市
立
福
室
小
５
年
）、

奨
励
賞
＝
小
田
悠
稀
（
仙
台
市
立

川
平
小
５
年
）、
作
曲
者
賞
＝
髙
森

春
花
（
仙
台
市
立
桂
小
６
年
）

［
上
級
］

最
優
秀
賞
＝
薄
木
葵
（
仙
台
市
立

広
瀬
中
３
年
）、
優
秀
賞
＝
児
玉
楓

子
（
仙
台
市
立
南
光
台
小
５
年
）、

作
曲
者
賞
＝
薄
木
葵

　

当
協
会
参
事
で
日
本
画
家
の

能
島
和
明
さ
ん
が
、
２
０
１
２

年
度
の
日
本
芸
術
院
賞
に
選
ば

れ
た
。
宮
城
県
か
ら
の
芸
術
院

賞
受
賞
は
初
め
て
。
授
賞
式
は

七
月
八
日
、
日
本
芸
術
院
会
館

で
行
わ
れ
る
。

　

能
島
さ
ん
は
栗
原
市
出
身
。
現

住
所
は
横
浜
市
だ
が
、
栗
原
市
栗

駒
耕
英
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
て
、
栗

駒
山
の
自
然
や
鶴

岡
市
の
伝
統
芸
能

「
黒
川
能
」
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。

　

築
館
高
、
多
摩

美
大
卒
。
故
奥
田
元
宋
氏
に
師
事

し
、
１
９
７
２
年
に
日
展
特
選
、

２
０
０
９
年
日
展
文
部
科
学
大
臣

賞
、
１
９
７
３
年
に
は
宮
城
県
芸

術
選
奨
を
受
賞
。

　

２
０
０
２
年
か
ら
12
年
ま
で
当

協
会
の
理
事
を
務
め
、
現
在
は
参

事
。
日
展
評
議
員
、
河
北
美
術
展

顧
問
も
務
め
て
い
る
。

大邱との交流事業
今年は舞台芸術

９月６日

大邱で開催

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
好
評

カ
メ
イ
美
術
館
と
の
共
催
絵
画
展

芸
協
創
立
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を
設
置

第
33
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

知
事
賞
に
伊
東
大
輝
さ
ん

　
能
島
和
明
参
事
に
芸
術
院
賞

宮
城
県
か
ら
は
初
め
て
の
快
挙
　

来場者で賑わったギャラリートーク

受賞対象となった「鐘巻」（黒川能）
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当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催

す
る
第
十
七
回
杜
の
都
大
茶
会

は
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公

園
を
会
場
に
五
月
二
十
五
日（
土
）

二
十
六
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
る
。
芸
協
茶
道
部

加
盟
の
十
三
流
派
が
七
つ
の
茶
席

で
お
点
前
を
披
露
す
る
。

　

例
年
九
千
人
近
く
の
市
民
が
来

場
す
る
人
気
の
あ
る
茶
会
で
、
今

年
も
各
流
派
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

茶
席
を
準
備
し
て
い
る
。

　

茶
券
は
二
席
分
が
前
売
り
で
千

円
、
当
日
券
は
一
席
分
七
百
円
、

二
席
分
千
二
百
円
。
流
派
ご
と
の

日
程
は
次
の
と
お
り
。

◇
五
月
二
十
五
日
（
土
）
＝
江
戸

千
家
、
玉
川
遠
州
流
、
煎
茶
道
三

彩
流
、
煎
茶
道
清
泉
幽
茗
流
、
宗

流
、
裏
千
家

◇
五
月
二
十
六
日
（
日
）
＝
煎
茶

文
雅
静
庵
流
、
武
者
小
路
千
家
、

織
田
流
煎
茶
道
、
遠
州
流
茶
道
、

石
州
清
水
流
、大
日
本
茶
道
学
会
、

表
千
家

　

平
成
二
十
五

年
度
の
文
学

散
歩
は
九
月

二
十
五
日
、

二
十
六
日
の
一

泊
二
日
で
山

形
・
酒
田
方
面

を
計
画
。
今
回

は
象
潟
ま
で
足

を
延
ば
し
て
芭

蕉
の
足
跡
を
辿

る
ほ
か
、
藤
沢

周
平
記
念
館
に

も
立
ち
寄
る
こ

と
に
し
て
い

る
。
参
加
資
格
は
会
員
、
一
般
を

問
わ
な
い
の
で
、
広
く
紹
介
を
お

願
い
し
た
い
。

　

計
画
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
期
日
】
九
月
二
十
五
日
（
水
）

～
二
十
六
日（
木
）【
場
所
】鶴
岡
、

酒
田
方
面
【
テ
ー
マ
】
象
潟
・
酒

田
・
鶴
岡
文
学
の
旅
―
芭
蕉
の
足

跡
と
藤
沢
周
平
の
原
風
景
を
た
ど

る
―
【
集
合
】
仙
台
駅
西
口
バ
ス

プ
ー
ル
、
午
前
八
時
三
十
分
【
解

散
】
仙
台
駅
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
午

後
六
時【
宿
泊
】あ
つ
み
温
泉【
参

加
費
】
二
万
三
千
円
程
度
。
本
年

度
の
運
営
担
当
は
川
柳
部
門
。

平 成 25 年 度 新 入 会 員 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所
【絵画部】 【華道部】
〈日本画〉 阿　部　淑　子 塩釜市 〈草月〉 塲　地　嬉實子（君子） 仙台市青葉区
〈日本画〉 熊　谷　眞由美 仙台市青葉区 〈本原遠州流〉 佐　藤　一　泰（泰子） 仙台市青葉区
〈日本画〉 宍　戸　慶　佐 大崎市 〈本原遠州流〉 高草木　一　操（みさを） 仙台市太白区
〈日本画〉 髙　橋　美紀子 名取市 〈本原遠州流〉 武　田　一　琴（琴江） 仙台市太白区
〈洋画〉 大　竹　幸　子 仙台市泉区 〈本原遠州流〉 豊　澤　一　洋（洋美） 仙台市太白区
〈洋画〉 近　江　節　子 仙台市太白区 〈本原遠州流〉 細　谷　一　清（きよ子） 加美郡加美町
〈洋画〉 金　子　玲　子 仙台市青葉区 【洋楽部】 岩　倉　敦　子 仙台市青葉区
〈洋画〉 黒　﨑　明　子 仙台市青葉区 千　葉　靜　子 登米市
〈洋画〉 黒　田　賀世子 仙台市泉区 原　田　博　之 仙台市太白区
〈洋画〉 小　林　道　子 仙台市泉区 吉　川　真　理 仙台市青葉区
〈洋画〉 佐　野　福　代 仙台市泉区 【邦楽部】
〈洋画〉 鈴　木　　　司 黒川郡富谷町 〈長唄〉 杵　家　弥島枝（小出惠子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 鈴　木　紘　美 栗原市 【文芸部】
〈洋画〉 長　澤　みつ子 名取市 〈詩〉 大　林　美智子 仙台市宮城野区
〈洋画〉 畑　中　良　二 石巻市 〈詩〉 及　川　良　子 気仙沼市
〈洋画〉 渡　辺　京　子 仙台市宮城野区 〈詩〉 笠　原　千　衣（菅野千津子） 白石市
【彫刻部】 相　澤　オサム（修） 仙台市太白区 〈詩〉 日　野　　　修 仙台市太白区

庄　司　こずえ 亘理郡山元町 〈詩〉 渡　部　俊　慧（俊彦） 仙台市青葉区
星　　　タクマ（宅磨） 名取市 〈短歌〉 相　澤　寿美子 仙台市太白区

【工芸部】 〈短歌〉 野　田　幸　代 仙台市宮城野区
〈染織〉 小野寺　泰　子 仙台市泉区 〈俳句〉 阿　部　竹　子 仙台市宮城野区
【書道部】 山　田　翠　香（多香子） 仙台市宮城野区 〈川柳〉 千　葉　フ　ミ 仙台市青葉区

大　場　　　修 黒川郡大和町 〈川柳〉 水　戸　一　志 宮城郡利府町
髙　野　舜　一 仙台市太白区 〈川柳〉 佐　藤　　　明 仙台市泉区
遠　藤　珠　玉（厚子） 多賀城市 〈川柳〉 飯　田　ふく江 岩沼市
石　垣　比　彩（及川比呂子） 仙台市宮城野区 〈小説〉 難　場　勇　人（井上康） 仙台市青葉区
伊　東　美　園（利美子） 大崎市 【舞踊部】 若　柳　梅　京（麻生菜穂美） 白石市
荒　井　美　翠（由美子） 大崎市 【茶道部】
小　元　佳　香（佳子） 大崎市 〈江戸千家〉 郷　湖　宗　裕（裕子） 仙台市泉区
横　山　洋　紅（洋子） 登米市 〈織田流煎茶道〉 工　藤　南　嶺（れえ子） 名取市
後　藤　翠　蓮（あい） 栗原市 〈織田流煎茶道〉 八　島　南　佳（佳世） 仙台市宮城野区
中　園　由　翠（由扶子） 大崎市 〈玉川遠州流〉 亀　岡　晋　久（久子） 仙台市若林区
赤　川　恵　舟（千枝） 仙台市太白区 〈玉川遠州流〉 團鏡庵　晋　荷（吉田京子） 仙台市若林区
熊　谷　彩　雲（寛子） 仙台市宮城野区 【写真部】 吾　妻　克　美 柴田郡大河原町
日　野　象　風（祐一） 仙台市若林区 猪　飼　正　弘 仙台市青葉区

【華道部】 稲　継　昌　毅 仙台市宮城野区
〈池坊〉 片　倉　春　風（政子） 仙台市宮城野区 落　合　英　俊 大崎市
〈池坊〉 田　口　洋　香（洋子） 登米市 佐　藤　節　子 仙台市青葉区
〈池坊〉 山　田　草　女（留美子） 仙台市宮城野区 髙　野　義　玄 白石市
〈古流松藤会〉 馬　場　理　哲（哲子） 仙台市泉区 竹　内　加代子 石巻市
〈草月〉 赤　間　香　友（山口友美） 仙台市青葉区

文学散歩は９月25・26日
象潟・庄内文学の旅

杜
の
都
大
茶
会 

５
月
25
・
26
日
開
催
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本
年
度
の
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会

は
、
山
形
県
庄
内
地
方
に
足
を
延

ば
す
。
山
々
に
抱
か
れ
た
田
麦
俣

郷
の
多
層
民
家
、新
緑
輝
く
月
山
・

鳥
海
山
の
山
麓
、
日
本
海
な
ら
で

は
の
夕
景
の
素
晴
ら
し
い
由
良
の

浜
な
ど
、
山
間
部
か
ら
海
辺
に
及

ぶ
変
化
に
富
む
ス
ケ
ッ
チ
が
楽
し

め
る
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

あ
る
お
互
い
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ

合
う
の
も
、
大
き
な
楽
し
み
の
一

つ
で
あ
る
。

　

研
修
中
に
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
も
目
的
に
し
て
い
る
。
絵

画
部
以
外
の
一
般
の
人
も
参
加
で

き
る
の
で
、
初
め
て
の
方
も
含
め

多
数
の
参
加
を
期
待
す
る
。

【
募
集
要
項
】

日
時
：５
月
25
日（
土
）26
日（
日
）

宿
泊
地
：
由
良
温
泉
ホ
テ
ル
八
乙

女
（
電
話
〇
二
三
五
―
七
三
―

三
八
一
一
）

参
加
費
：
二
万
五
千
円

募
集
人
数
：
四
十
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
）

申
込
先
：
芸
術
協
会
事
務
局
（
〇

二
二
―
二
六
一
―
七
〇
五
五
）

〈
日
程
〉
※
天
候
等
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
５
月
25
日
（
土
）
８
時
30
分
仙

台
駅
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
集
合
→
田

麦
俣
郷
多
層
民
家
ス
ケ
ッ
チ
→
松

ケ
岡
開
墾
場
（
昼
食
）
月
山
・
鳥

海
山
ス
ケ
ッ
チ
→
由
良
の
浜
ス

ケ
ッ
チ
→
ホ
テ
ル
八
乙
女
到
着

◇
５
月
26
日
（
日
）
ホ
テ
ル
出
発

→
由
良
の
浜
ス
ケ
ッ
チ
→
庄
内
お

ば
こ
の
里
こ
ま
ぎ
（
昼
食
）
→
善

宝
寺
見
学
→
庄
内
平
野
と
月
山
ス

ケ
ッ
チ
→
17
時
30
分
頃
仙
台
駅
到

着
、
解
散

　

東
北
六
県
と
北
海
道
の
芸
術
文

化
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
東
北
・

北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
」

に
よ
る
「
北
斗
」
第
三
十
七
号
が

発
行
さ
れ
た
。
特
集
は
「
わ
が

県
・
道
の
後
継
者
育
成
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」。
各
団
体
に
と
っ

て
最
大
の
課
題
の
一
つ
と
言
え
る

本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
地
区
の

現
状
や
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
協
会
で
は
、
昨
年
度
立
ち
上

げ
た
展
示
三
部
門
の
公
募
展
を
報

告
。記
事
は
雫
石
隆
子
副
理
事
長
、

桜
井
忠
彦
絵
画
部
主
任
、
菅
原
裕

彫
刻
部
主
任
、
笹
川
義
信
写
真
部

主
任
が
執
筆
し
た
（
役
職
名
は
記

事
掲
載
時
）。
在
庫
に
余
裕
が
あ

る
の
で
入
手
希
望
の
方
は
事
務
局

へ
。

　

親
友
の
鈴

木
登
君
が
長

い
闘
病
生
活

の
末
、
一
月

十
九
日
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
自

宅
療
養
中
で
は
あ
っ
た
が
、
私
に

と
っ
て
は
急
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た

感
が
強
く
、
鈴
木
夫
人
か
ら
電
話

で
報
ら
せ
を
受
け
た
時
は
一
瞬
信

じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
声
も
出
な

か
っ
た
。た
ま
に
見
舞
っ
た
際
も
、

か
ら
だ
は
不
自
由
で
も
頭
は
し
っ

か
り
し
て
い
た
し
、
特
に
生
命
に

か
か
わ
る
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
日
頃
摂
生
し
て
い
る
分
、
私

よ
り
長
生
き
す
る
か
も
知
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
程
で
あ
る
。

　

鈴
木
君
と
の
出
会
い
は
、
東
北

大
学
に
入
学
し
た
時
に
遡
る
。
彼

は
古
川
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
鳴

瀬
中
学
校
で
二
年
間
代
用
教
員
を

務
め
、
そ
れ
か
ら
大
学
に
入
っ
て

来
た
の
で
、
み
ん
な
の
先
輩
格
で

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
。
当

時
、
共
に
大
学
に
来
ら
れ
た
ば
か

り
の
杉
村
惇
先
生
の
指
導
を
受

け
、
本
物
の
油
絵
と
い
う
も
の

に
触
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。
彼
は

在
学
中
に
河
北
展
で
受
賞
す
る
な

ど
、
め
き
め
き
腕
を
上
げ
、
卒
業

後
は
お
互
い
に
河
北
展
、
宮
城
県

芸
術
協
会
展
、
光
旗
会
展
、
中
央

の
光
風
会
展
、
日
洋
展
、
日
展
と

出
品
を
続
け
た
仲
で
、
良
き
ラ
イ

バ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
。

　

鈴
木
君
は
卒
業
後
、築
館
高
校
、

宮
城
二
女
高
、
宮
城
学
院
女
子
大

学
で
教
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
に
出
品
を
重
ね
、
日
洋
会
会

員
、
河
北
展
顧
問
、
県
芸
術
協
会

参
事
ま
で
上
り
つ
め
た
努
力
の
人

で
あ
っ
た
。

　

彼
の
順
風
満
帆
に
思
え
た
人
生

も
晩
年
に
は
病
魔
に
襲
わ
れ
た
。

制
作
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
、

絵
描
き
に
と
っ
て
最
も
悲
し
い
こ

と
が
現
実
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ぞ
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

彼
に
は
も
う
一
度
、
画
業
の
総
仕

上
げ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
欲
し

か
っ
た
。
彼
も
残
念
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

鈴
木
君
に
は
多
く
の
共
通
体
験

を
通
し
て
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
想

い
出
を
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会

＝
新
緑
の
月
山
・
潮
風
の
さ
さ
や
く

由
良
の
浜
を
描
く
＝

「
北
斗
」
第
37
号
を
発
行�
―
東
北
・
北
海
道
芸
文
協
―

特
集
は
後
継
者
育
成
へ
の
取
り
組
み

 

鈴
木
登
君
の
死
を
悼
む

名
誉
会
員
　
渡
　
辺
　
雄
　
彦

５月25・26日

磯
の
風
景
が
美
し
い
由
良
の
浜
海
岸
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長
く
、
例
年
以
上
に
厳
し
か
っ

た
冬
も
終
わ
り
、
大
震
災
の
被
災

地
を
含
む
各
地
で
、桜
も
咲
い
た
。

春
四
月
。当
宮
城
県
芸
術
協
会
も
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行
で
あ
る
▼

移
行
準
備
委
員
会
で
は
23
回
も
の

会
議
を
重
ね
、
定
款
の
変
更
や
公

益
目
的
事
業
の
設
定
な
ど
の
検
討

を
続
け
て
き
た
が
、
晴
れ
て
移
行

の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
運

営
を
求
め
ら
れ
、
事
業
の
展
開
に

も
常
に
高
い
公
益
性
を
意
識
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
▼
将
棋
の
故
升

田
幸
三
名
人
は
「
一
歩
勝
敗
」
の

金
言
を
座
右
の
銘
に
し
た
、
と
さ

れ
る
が
、
芸
協
の
会
員
す
べ
て
が

そ
の
「
一
歩
」
に
な
る
必
要
が
あ

ろ
う
▼
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
合

わ
せ
て
「
は
な
や
ま
」
の
題
字
を

変
更
、
創
刊
直
後
の
も
の
に
戻
し

た
。
芸
協
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た

故
門
伝
勝
太
郎
元
宮
城
県
議
会
議

長
の
筆
だ
が
、
門
伝
さ
ん
は
貫
禄

と
威
厳
を
備
え
た
大
物
政
治
家
で

あ
り
な
が
ら
、
私
た
ち
若
い
新
聞

記
者
の
意
見
に
も
キ
チ
ン
と
耳
を

傾
け
て
く
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
、

学
ば
な
け
れ
ば
、
と
思
う
。�（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

２
・
18　

理
事
会

○�

公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
諸
規
定

等
の
制
定
に
つ
い
て

〇�

宮
城
県
芸
術
協
会
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

３
・
15　

評
議
員
会

○�

公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
諸
規
定

等
の
制
定
に
つ
い
て

○�

平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

○�

平
成
25
年
度
仙
台
・
大
邱
国
際
交
流

事
業
に
つ
い
て

○�

宮
城
県
芸
術
協
会
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
に
つ
い
て

３
・
22　

理
事
会

○�

公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
諸
規
程

等
の
制
定
に
つ
い
て

○�

平
成
25
年
度
仙
台
・
大
邱
国
際
交
流

事
業
に
つ
い
て

○�

平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

○�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
会
員
の
除
名
に
つ
い
て

３
・
25　

顧
問
会

○
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

○
顧
問
の
役
職
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
２
０
１
３
み
や
ぎ
の
書
60
人
展

４
月
26
日
～
５
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
２
回
書
蓮
会
書
道
展

５
月
１
日
～
６
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆�

東
北
学
院
大
学
・
宮
城
教
育
大
学
マ

ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
11
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
59
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

５
月
17
日
～
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
蓮
紅
社
書
展

５
月
17
日
～
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

絵
画
特
別
展
『
日
本
芸
術
院
賞
受
賞

記
念　

能
島
和
明
日
本
画
』

５
月
28
日
～
７
月
28
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆�

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
27
回
ソ
ロ
と
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
集
い

６
月
８
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
「
日
本
画
を
楽
し
む
」
作
品
展

６
月
14
日
～
19
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

仙
台
女
流
美
術
協
会
・
徳
島
絆
グ

ル
ー
プ
展

６
月
21
日
～
26
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
65
回
三
軌
展
東
北
展

６
月
21
日
～
26
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
59
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

６
月
29
日
～
７
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
20
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真

部
宮
城
支
部
展

６
月
29
日
～
７
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
48
回
日
春
展
入
選

〈
日
本
画
〉
安
住
小
百
合
、
天
笠
慶

子
、
奥
山
和
子
、
吉
田
輝

◇
第
31
回
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展
入
選

〈
日
本
画
〉
奥
山
和
子

〈
洋
画
〉
佐
藤
光
郎
、
阿
部
好
江

◇
第
68
回
春
の
院
展
入
選

〈
日
本
画
〉
三
浦
長
悦

◇�

第
９
回　

タ
ム
ロ
ン　

マ
ク
ロ
レ
ン

ズ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

〈
写
真
部
〉
古
内
克
永

受 

贈 

図 

書

心
の
萬
葉
集
（
日
下
常
由
）、
美
貌
の

刺
客
仙
台
維
新
譜
（
牛
島
富
美
二
）、

第
１
回
東
北
川
柳
文
学
大
賞　

弱
虫

（
伊
藤
豊
志
）、
夜
明
け
の
光
（
阿
部

文
彦
）、は
じ
め
て
の
茶
道（
田
中
仙
融
）

謹
　
　
弔

音
楽
部
（
邦
楽
）�

佐
々
美
枝
勢
殿

平
成
24
年
12
月

絵
画
部
（
洋
画
）�

鈴
木
登
殿

平
成
25
年
１
月
19
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

赤
間
白
石
殿

３
月
２
日

文
芸
部
（
詩
）�

高
木
肇
殿

３
月
15
日

◇
会
費
納
入
の
お
願
い

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
平
成
二
十
五
年
度
会
費
の

納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

自
動
振
替
の
会
員
は
、
今
年

は
四
月
三
十
日
が
引
き
落
と
し

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
口

座
を
ご
確
認
の
上
、
お
手
配
願

い
ま
す
。

　

郵
便
振
替
ご
利
用
の
会
員

は
、
同
封
の
払
込
取
扱
票
で
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
納
入
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
振
替
の
方
は
、

事
務
処
理
上
、
で
き
る
限
り
自

動
振
替（
手
数
料
は
芸
協
負
担
）

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

◇
会
員
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
平
成

二
十
五
年
度
も
会
員
名
簿
を
発

行
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
名
簿

は
隔
年
発
行
で
す
が
、
公
益
社

団
法
人
へ
の
名
称
変
更
に
伴

い
、
六
月
三
十
日
付
け
で
「
平

成
二
十
五
年
版
」
を
発
行
い
た

し
ま
す
。
記
載
事
項
に
変
更
の

あ
る
会
員
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
観
点
か
ら
、
住
所
や
電

話
番
号
掲
載
の
辞
退
を
ご
希

望
の
会
員
は
、
五
月
末
日
ま

で
に
事
務
局
（
電
話
０
２
２-

２
６
１-

７
０
５
５
）
ま
で
ご

連
絡
願
い
ま
す
。
辞
退
者
は
所

属
部
門
と
氏
名
の
み
の
掲
載
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
簿
に
は
広
告
も
掲

載
し
て
お
り
、
ご
希
望
が
あ

れ
ば
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
料
金
は
一
ペ
ー
ジ
で

三
万
五
千
円
、
二
分
の
一
ペ
ー

ジ
で
一
万
四
千
円
、
五
分
の
一

ペ
ー
ジ
で
七
千
円
で
す
。

事務局から


